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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１位置と第２位置とを往復移動する可動体を備えた遊技機において、
　前記可動体は、前方に向けて光を照射する第１発光部と、該第１発光部の後側に設けら
れて、第１発光部の後側に収まるように重なる収納状態および第１発光部より外方へ延出
する延出状態の間で動作する第２発光部と、第１発光部および第２発光部の前側に設けら
れた装飾部とを備え、
　前記装飾部は、前記第１発光部の光により照明される第１領域と、該第１領域に較べて
第１発光部の光により照明され難い第２領域とを有し、
　前記可動体が第２位置に位置した際に、前記延出状態に動作された前記第２発光部が前
記第２領域に臨み、該第２発光部から前方へ向けて照射された光によって該第２領域を照
らすよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第２発光部は、前記可動体に配設された駆動手段によって前記収納状態および延出
状態の間で回転されて、該可動体が第１位置に位置した際に前記収納状態とされる請求項
１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記可動体が第１位置に位置した際に近接する部位に配設された第３発光部を備え、
　前記可動体が第１位置に位置した際に、前記第２発光部が収納状態とされると共に、前
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記第２領域が前記第３発光部の前側に臨み、該第３発光部から前方へ向けて照射された光
により該第２領域を照らすよう構成された請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、第１位置と第２位置とを往復移動する可動体を備えた遊技機に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、遊技機の代表例の一つであるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面
に遊技球としてのパチンコ球が打出される遊技領域が画成されている。遊技領域の略中央
位置には、センター役物とも称される枠状装飾部材が配設されており、この枠状装飾部材
の開口部を介して複数の図柄を変動表示して図柄変動演出を行う液晶式やドラム式等の図
柄表示装置を後方から臨ませると共に、該遊技盤における枠状装飾部材の下方位置に、パ
チンコ球の入賞により図柄表示装置での変動を開始させる始動入賞装置を配設するよう構
成したものが多数提案されている。前記遊技領域を流下するパチンコ球が、始動入賞装置
に入賞することで、図柄表示装置での図柄変動演出を開始させると共に、所定数のパチン
コ球を賞球として払い出すよう構成されている。そして、図柄変動演出の結果、図柄表示
装置に所定の組合わせ(例えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止すると、遊技者に有利
な所謂大当りが発生し、特別入賞装置の特別入賞口が開放して賞球を獲得し得る機会が付
与される。
【０００３】
　また、前記遊技盤には、所要の動作を行う可動体を備えた演出装置が配設され、該可動
体を前記図柄表示装置で行われる遊技演出に合わせて動作させることにより、視覚的な演
出効果を向上させ、遊技の興趣を一層増大するようにしたパチンコ機が知られている。例
えば、特許文献１には、回動自在に構成された可動体を備えた演出装置が枠状装飾部材に
配設されたパチンコ機が開示されている。特許文献１の可動体は、演出装置の本体部に回
動自在に軸支されたベース体と、該ベース体の前側に設けられ、所定方向に延在するロケ
ット形状をなす装飾部とから構成されている。非演出時には、可動体は、枠状装飾部材２
５の開口部の縁部に沿って上下方向に延在した第１位置に保持される。そして、パチンコ
機が所定の遊技状態になると、前記ベース体が装飾部と共に回動して、可動体は、前記表
示部の前側に臨むよう傾斜した第２位置に移動するようになっている。
【０００４】
　また、特許文献１のベース体には、複数の発光素子を備えた発光基板が配設されている
。この発光基板は、前記装飾部より小さな面積に設定されており、発光基板は、可動体に
前側から覆われた状態でベース体に配設されている。そして、所定のタイミングで発光素
子が発光することで、装飾部を明輝させて発光演出が行われるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－３５７１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献１の構成では、発光基板が装飾部より小さなサイズに設定されてい
るため、発光基板の光の照射範囲(発光素子の設置範囲)は、装飾部より小さくなっている
。従って、装飾部において発光基板から突出する部分は、発光素子からの光によって直接
照らされないため、当該部分の明るさは相対的に弱くなってしまう。このため、発光演出
時において、装飾部に明るい部分と暗い部分とが生じてしまい、可動体の美観が低下する
難点がある。
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【０００７】
　すなわち、本発明は、従来技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、第１発光部および第２発光部により装飾部全体
を明輝させるようにした遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決し、所期の目的を達成するため、本発明に係る遊技機は、
　第１位置と第２位置とを往復移動する可動体(46)を備えた遊技機において、
　前記可動体(46)は、前方に向けて光を照射する第１発光部(87)と、該第１発光部(87)の
後側に設けられて、第１発光部(87)の後側に収まるように重なる収納状態および第１発光
部(87)より外方へ延出する延出状態の間で動作する第２発光部(142)と、第１発光部(87)
および第２発光部(142)の前側に設けられた装飾部(90)とを備え、
　前記装飾部(90)は、前記第１発光部(87)の光により照明される第１領域(105)と、該第
１領域(105)に較べて第１発光部(87)の光により照明され難い第２領域(106)とを有し、
　前記可動体(46)が第２位置に位置した際に、前記延出状態に動作された前記第２発光部
(142)が前記第２領域(106)に臨み、該第２発光部(142)から前方へ向けて照射された光に
よって該第２領域を照らすよう構成されたことを要旨とする。
　請求項１の発明によれば、可動体の第２位置において、第１発光部により照明され難い
第２領域を、該第２領域に臨む第２発光部の光により照らされる構成とした。すなわち、
第１発光部および第２発光部により装飾部の略全体を明輝させることができるから、発光
演出時の美観が低下するのを防止し得る。また、第２発光部を、装飾部の第２領域に臨む
ように第１発光部より延出した延出状態から第１発光部の後側に重なる収納状態に動作す
ることで、可動体をコンパクトにすることができる。
【０００９】
　請求項２に係る遊技機では、前記第２発光部(142)は、前記可動体(46)に配設された駆
動手段(143)によって前記収納状態および延出状態の間で回転されて、該可動体(46)が第
１位置に位置した際に前記収納状態とされることを要旨とする。
　請求項２の発明によれば、可動体は、第１位置において、第２発光部が収納状態になっ
て全体としてコンパクトになっているので、周辺に配置された部材との干渉を避けること
ができる。
【００１０】
　請求項３に係る遊技機では、前記可動体(46)が第１位置に位置した際に近接する部位に
配設された第３発光部(44)を備え、
　前記可動体(46)が第１位置に位置した際に、前記第２発光部(142)が収納状態とされる
と共に、前記第２領域(106)が前記第３発光部(44)の前側に臨み、該第３発光部(44)から
前方へ向けて照射された光により該第２領域(106)を照らすよう構成されたことを要旨と
する。
　請求項３の発明によれば、可動体の第１位置において、第１発光部により照明され難い
第２領域が第３発光部の前側に臨んで該第３発光部の光により照らされる。すなわち、第
１発光部および第３発光部により装飾部の略全体を明輝させることができるから、発光演
出時の美観が低下するのを防止し得る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、大型の装飾部を採用した場合であっても、第１発光部お
よび第２発光部により装飾部の略全体を明輝させることができるから、発光演出時におけ
る装飾部の美観が低下するのを防止し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】実施例に係る遊技盤を示す正面図であって、左可動体が第１位置に位置すると共
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に右可動体が第３位置にした状態を示す。
【図３】実施例に係る遊技盤および枠状装飾部材を後側から見た斜視図である。
【図４】実施例に係る設置部材の正面図である。
【図５】実施例に係る設置部材の背面図である。
【図６】図２のＡ－Ａ線断面図であって、遊技盤の上部側を拡大して示す。
【図７】実施例に係る左可動体が第１位置に位置した場合において、左装飾部を取り外し
た状態の演出部を拡大して示す正面図である。
【図８】実施例に係る左部演出装置を示す分解斜視図である。
【図９】実施例に係る遊技盤を示す正面図であって、左可動体が第２位置に位置すると共
に右可動体が第４位置にした状態を示す。
【図１０】実施例に係る左装置本体を示す分解斜視図である。
【図１１】(ａ)は左可動体が第１位置にある場合の左部演出装置を示す正面図であり、(
ｂ)は左可動体が第１位置にある場合の左部演出装置を示す背面図である。なお、(ｂ)で
は補助発光ユニットを省略してある。
【図１２】(ａ)は左可動体が第２位置にある場合の左部演出装置を示す正面図であり、(
ｂ)は左可動体が第２位置にある場合の左部演出装置を示す背面図である。なお、(ｂ)で
は補助発光ユニットを省略してある。
【図１３】実施例に係る演出部の演出ユニットを前側から見た分解斜視図である。
【図１４】実施例に係る演出部の補助発光ユニットを前側から見た分解斜視図である。
【図１５】実施例の左可動部を示す平面図である。
【図１６】実施例の左可動体を前側から示す斜視図であり、(ａ)は補助発光部が収納状態
にあり、(ｂ)は補助発光部が延出状態にある。なお、左装飾部の前面に付された一点鎖線
は、第１領域と第２領域とを便宜的に示すものである。
【図１７】実施例に係る右部演出装置を示す分解斜視図である。
【図１８】第１右リンク部と右駆動ギヤの連繋構造を右可動体の後側から見た説明図であ
って、(ａ)は右可動体が第３位置にある状態を示し、(ｂ)は右可動体が第４位置にある状
態を示す。
【図１９】実施例の左可動体を後側から示す斜視図であり、(ａ)は補助発光部が収納状態
にあり、(ｂ)は補助発光部が延出状態にある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、特に断りを入れた場合を除き、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)
から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に縦向きに設置される固定枠としての矩形枠状の外枠１１の開口前面側
に、後述する遊技盤１２を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１３が開閉および着脱
可能に組付けられると共に、遊技盤１２の後側に配設された設置部材１４(図３および図
５参照)に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示手段としての液晶表示装置１５が
着脱自在に取付けられるよう構成される。また、前記中枠１３の前面側には、ガラス板等
の透視保護板(図示せず)を備え、該透視保護板を介して前記遊技盤１２を透視可能な装飾
枠としての前枠１６が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠１６の下方にパチンコ球
を貯留する下球受け皿１７が開閉可能に組み付けられる。更に、前記前枠１６の下部位置
に、パチンコ球を貯留する上球受け皿２０が一体的に組み付けられており、前枠１６の開
閉に合わせて上球受け皿２０も一体的に開閉するよう構成される。
【００１５】
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　図２に示すように、前記遊技盤１２は、前記中枠１３の遊技盤保持部(図示せず)に整合
する略矩形平板状のベニヤ板等から構成され、遊技盤１２の後面には、箱状に形成された
設置部材１４が組み付けられる。また、前記遊技盤１２は、図３に示すように、前後方向
に開放する設置開口部１２ａが開口しており、該設置開口部１２ａに、所謂センター役と
も称されて前後方向に開口する図柄表示開口部２５ａが形成された枠状装飾部材２５が配
設される。そして、枠状装飾部材２５の図柄表示開口部２５ａおよび設置部材１４に形成
された可視表示部１４ａ(後述)を介して、液晶表示装置１５の表示部１５ａが遊技盤１２
の前面側から視認可能とされる。前記枠状装飾部材２５の上部には、ハート型の形状をな
すと共に、前後方向に開放する窓口２６ａが形成された演出用装飾部２６が形成されてい
る。
【００１６】
　図２に示すように、前記遊技盤１２の前面には、内レール３２と外レール３３とが半円
弧状に配設されて、両レール３２,３３によりパチンコ球が流下可能な遊技領域３４が画
成され、図示しない打球発射装置から発射されたパチンコ球が遊技領域３４内に打ち出さ
れるようになっている。また、前記遊技盤１２には、前記遊技領域３４を流下するパチン
コ球が入賞可能な始動入賞装置３５が配設されると共に、該始動入賞装置３５の下方に、
特別入賞装置３６が配設される。前記始動入賞装置３５にパチンコ球が入賞すると、大当
たり抽選が行なわれると共に、前記液晶表示装置１５に図柄変動演出を行わせるようにな
っている。そして、前記大当たり抽選の結果、大当たりが発生すると、液晶表示装置１５
の表示部１５ａに所定の図柄組み合わせで図柄が停止表示されて、特別入賞装置３６が開
放し、遊技者に多量の賞球を獲得する機会が付与される。
【００１７】
〔設置部材について〕
　図４に示すように、前記設置部材１４は、前記遊技盤１２に対向する略矩形状の対向面
部３７と、該対向面部３７の周縁部から前方に延出する外周壁部３８とから前方に開放す
る箱状に形成され、該設置部材１４の内部に設置空間３９が画成される。前記外周壁部３
８の前端部には、設置部材１４の前方開口３９ａの外側へ延出する設置固定部４０が複数
形成されている。そして、設置固定部４０を遊技盤１２の後面に当接させた状態で、各設
置固定部４０を遊技盤１２にネジ止めすることで、設置部材１４が遊技盤１２に着脱自在
に取り付けられる。
【００１８】
　前記設置部材１４の上下寸法は、前記遊技盤１２の上下寸法より小さく設定されており
、図５に示すように、設置部材１４を遊技盤１２に配設した際に、上側の外周壁部３８(
以下、上外周壁部３８ａという)が枠状装飾部材２５の図柄表示開口部２５ａの上部(演出
用装飾部２６が臨む位置)を横切るようになっている。すなわち、設置部材１４を遊技盤
１２に配設した状態で、図柄表示開口部２５ａの上部が上外周壁部３８ａより上方に突出
している。前記設置部材１４の設置空間３９には、図柄変動演出に合わせて可動演出およ
び発光演出を行う演出装置４１,４２が左右に２つ配設されている(以下、左部演出装置４
１および右部演出装置４２という)。図４に示すように、前記対向面部３７には、前後方
向に開放する略矩形状の可視表示部１４ａが設けられており、以下の説明において、対向
面部３７における可視表示部１４ａの上側部分を上対向面部３７ａ、可視表示部１４ａの
下側部分を下対向面部３７ｂ、可視表示部１４ａの左側部分を左対向面部３７ｃ、可視表
示部１４ａの右側部分を右対向面部３７ｄと夫々指称する(図５参照)。
【００１９】
　前記対向面部３７の後側には、液晶装着部３７ｅ(図５参照)が設けられ、該液晶装着部
３７ｅに、表示部１５ａを可視表示部１４ａに臨ませるように前記液晶表示装置１５が取
り付けられる。液晶表示装置１５の後側には、前記演出装置４１,４２や液晶表示装置１
５を制御する統括制御装置(図示せず)が配設され、該統括制御装置の制御に基づいて図柄
変動演出が液晶表示装置１５で実行されると共に、各演出装置４１,４２により可動演出
および発光演出が行われる。
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【００２０】
　図６,図７に示すように、前記上外周壁部３８ａの左右中央部には、該上外周壁部３８
ａの前端から上方(設置空間３９の前方開口３９ａの外側)に延出するよう設置装飾板４３
が配設されている。この設置装飾板４３は、光透過性を有する合成樹脂から形成された装
飾板であって、前面に光拡散処理が施されている。図６に示すように、前記設置装飾板４
３は、設置部材１４を遊技盤１２に配設した際に、前記図柄表示開口部２５ａの上部に収
容されるようになっている。設置装飾板４３の後面には、後方に開放する設置凹部４３ａ
が形成され、該設置凹部４３ａに正面視で弓形状に形成された固定発光部(第３発光部)４
４が取り付けられている。図７に示すように、固定発光部４４の外縁は、中心角が約１２
０°の円弧形状をなすと共に、固定発光部４４の下端部は、左右方向に水平に延在してい
る。図６に示すように、固定発光部４４の下端部は、前記上外周壁部３８ａの前端縁に位
置しており、固定発光部４４は、設置空間３９の前方開口３９ａから外側(上方)に延出し
ている。また、固定発光部４４は、設置部材１４を遊技盤１２に配設した状態で、前記演
出用装飾部２６の後方に位置している。図７に示すように、固定発光部４４の前面には、
複数のＬＥＤ４４ａが略全体に亘って設けられており、該ＬＥＤ４４ａから光が前方に照
射されるようになっている。そして、固定発光部４４の光は、前記設置装飾板４３で拡散
されつつ該設置装飾板４３を透過して前方へ照射される。なお、固定発光部４４は、前記
統括制御装置により発光制御され、ＬＥＤ４４ａを一斉に点灯させたり、点滅させたりす
るようになっている。
【００２１】
〔左部演出装置ついて〕
　図８に示すように、前記左部演出装置４１は、前記左対向面部３７ｃに取り付けられる
左装置本体４５と、該左装置本体４５に揺動自在に設けられた左可動体(可動体)４６とを
備えている。更に、左可動体４６は、前記左装置本体４５に軸支された第１左リンク部４
７および第２左リンク部４８と、第１および第２左リンク部４７,４８に軸支された演出
部４９とを備えている。そして、前記統括制御装置の制御により、前記左可動体４６(演
出部４９)は、非演出時の第１位置(図２参照)から演出時の第２位置(図９参照)まで往復
移動するよう構成される。
【００２２】
〔左装置本体について〕
　図１０に示すように、前記左装置本体４５は、板状に形成されたベース基体５０の前側
に、左駆動モータ５１、大径ギヤ５２およびスライダー５３が配設されている。前記ベー
ス基体５０の前面には、前後方向に開放する左主軸孔５４と、該左主軸孔５４の下方に位
置して前後方向に開放する左副軸孔５５が形成されている。また、前記ベース基体５０に
おける前記左主軸孔５４および左副軸孔５５の左方には、前記スライダー５３を案内する
スライドレール部５６が形成されている。このスライドレール部５６は、ベース基体５０
の前面から前方に突出する一対の案内壁５６ａ,５６ａを備え、両案内壁５６ａ,５６ａは
左右に所定間隔離間している。また、スライドレール部５６における両案内壁５６ａ,５
６ａの間には、上下方向に延在する長孔状の摺動溝５７が形成されると共に、スライドレ
ール部５６における摺動溝５７の下方には、前方に突出する案内突部５８が形成されてい
る。前記ベース基体５０におけるスライドレール部５６の下方側には、円形状のギヤ収容
部５９が凹設されており、前後方向に延在する回転軸５２ａを介して前記大径ギヤ５２が
ギヤ収容部５９に回転自在に配設される。図１１(ａ)に示すように、大径ギヤ５２の回転
軸５２ａは、前記スライドレール部５６の延長線よりも側方(右側)に偏った位置に設けら
れている。前記ギヤ収容部５９の後側は、前記ベース基体５０の後面から突出しており、
ギヤ収容部５９の内側面下部に噛合用開口５９ａが形成されている(図１１(ｂ)参照)。そ
して、前記大径ギヤ５２の歯部の一部が噛合用開口５９ａを介してベース基体５０の後側
に臨んでいる。前記大径ギヤ５２の前面には、前方に突出するよう固定ボス部６０が形成
されている。
【００２３】
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　前記左駆動モータ５１は、ベース基体５０に設けた貫通孔(図示せず)を介して該ベース
基体５０の後方に駆動軸５１ａが突出するよう該ベース基体５０の前面下部に配設され、
図１１(ｂ)に示すように、該駆動軸５１ａに左駆動ギヤ６１が取り付けられている。また
、ベース基体５０の後面には、前記噛合用開口５９ａに隣接する位置に従動ギヤ６２が回
転自在に配設されている。この従動ギヤ６２は、前記左駆動ギヤ６１に噛合すると共に、
前記噛合用開口５９ａに臨む大径ギヤ５２の歯部に噛合している。従って、左駆動モータ
５１の駆動に伴って前記大径ギヤ５２が回転されるようになっている。ここで、左駆動モ
ータ５１の非作動時(左可動体４６の第１位置)では、前記大径ギヤ５２は、固定ボス部６
０が前記大径ギヤ５２の回転軸５２ａの下方に位置する姿勢になるよう設定される(図１
１(ａ)参照)。左駆動モータ５１が作動すると、大径ギヤ５２が図１１(ａ)の時計回り方
向に回転して、前記固定ボス部６０が大径ギヤ５２の回転軸５２ａの左側を上昇するよう
構成される。図１２(ａ)に示すように、大径ギヤ５２が約１８０°回転したときに、左可
動体４６が第２位置に位置し、固定ボス部６０が大径ギヤ５２の回転軸５２ａの上方に位
置するようになっている。なお、左可動体４６が第２位置から第１位置に移動する場合に
は、左駆動ギヤ６１が逆回転されて、大径ギヤ５２が図１２(ａ)の反時計回り方向に約１
８０°回転される。
【００２４】
　図１０に示すように、前記スライダー５３は、前記スライドレール部５６に沿って案内
されるガイド部６３と、前記大径ギヤ５２に接続する作動部６４とを備え、略Ｌ字状の形
状をなしている。ガイド部６３の左右方向の寸法は、前記案内壁５６ａ,５６ａ間の距離
より僅かに小さく設定されており、両案内壁５６ａ,５６ａの間をガイド部６３の側端部
が摺動して上下移動するようになっている。図１１(ｂ)に示すように、ガイド部６３の上
部後面には、後方へ突出する摺動ボス部６５が形成され、該摺動ボス部６５に前後方向に
開放する軸接続孔６６が形成されている。この軸接続孔６６には、後述するリンク連繋軸
７５が挿入されるようになっている(図８参照)。前記摺動ボス部６５の直径は、前記摺動
溝５７の左右方向の開口幅より僅かに小さく設定されており、ガイド部６３を案内壁５６
ａ,５６ａの間にセットした際に、前記摺動ボス部６５が前記摺動溝５７内に臨むように
なっている。そして、ガイド部６３が移動する際に、前記摺動ボス部６５が摺動溝５７内
を摺動して、ガイド部６３を案内するようなっている。ガイド部６３には、上下方向に延
在する縦溝部６７が形成されており、該縦溝部６７に前記左装置本体４５の案内突部５８
が後方から挿入される。そして、縦溝部６７に挿入した案内突部５８の前端部に、該縦溝
部６７の左右の開口幅より大径の固定盤６８が固定され、ガイド部６３(スライダー５３)
がスライドレール部５６から離脱しないようになっている。前記縦溝部６７の左右の開口
幅は、前記案内突部５８の径より僅かに大きく設定され、ガイド部６３が移動する際に、
案内突部５８が縦溝部６７に対し相対移動して、ガイド部６３を案内するよう構成される
。図１１(ａ)に示すように、ガイド部６３がスライドレール部５６に配設された状態では
、ガイド部６３は、前記大径ギヤ５２の回転軸５２ａの左方に位置している。
【００２５】
　図１０に示すように、前記作動部６４には、前後方向に開放すると共に左右方向に延在
する横溝部６９が形成されている。図１１(ａ)に示すように、横溝部６９の一方の端部(
左側の端部)が縦溝部６７の延長線上に位置しており、縦溝部６７および横溝部６９はＬ
字状をなしている。この横溝部６９には、前記大径ギヤ５２の固定ボス部６０に固定され
た連結棒７０が挿通されており、大径ギヤ５２の回転に伴って該連結棒７０が横溝部６９
内を移動するよう構成される。なお、前記連結棒７０の前端部には、前記横溝部６９の上
下の開口幅より大径に形成された固定盤６８が固定され、横溝部６９からの連結棒７０の
抜け止めがなされている。ここで、図１１(ａ)に示すように、左駆動モータ５１の非作動
時(すなわち、左可動体４６の第１位置)においては、前記連結棒７０が大径ギヤ５２の回
転軸５２ａの下方であって横溝部６９の左右の略中央に位置している。そして、左駆動モ
ータ５１が作動して大径ギヤ５２が回転すると、前記連結棒７０が固定ボス部６０と共に
上昇し、連結棒７０は、横溝部６９の左側を移動しつつ該横溝部６９の内側面を押し上げ
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るようになっている。これにより、スライダー５３が上方へ押し上げられる。図１２(ａ)
に示すように、大径ギヤ５２が約半回転して、左可動体４６が第２位置に位置した状態で
は、前記連結棒７０が大径ギヤ５２の回転軸５２ａの上方であって横溝部６９の左右の略
中央に位置するよう構成される。すなわち、左可動体４６が第１位置から第２位置に移動
する間、前記連結棒７０は、横溝部６９の左右中央位置から左端部までの領域に位置して
、当該領域の内側面を押し上げる。
【００２６】
〔第１左リンク部について〕
　図４,図１１(ａ)に示すように、前記第１左リンク部４７は、左可動体４６の第１位置
において、左右方向に延在する長尺体であって、第１左リンク部４７の前側には、所要の
装飾が施されている。図８に示すように、第１左リンク部４７には、前後方向に開放する
第１揺動軸孔７２が開設され、該第１揺動軸孔７２に前後方向に延在する左主軸部７３の
前端部が接続される。そして、前記左主軸部７３の後端部を前記左主軸孔５４に回動自在
に挿入することで、第１左リンク部４７が左主軸部７３を中心として揺動し得るよう左装
置本体４５に軸支される。前記第１左リンク部４７の左端部には、前後方向に開放するリ
ンク長溝７４が所定方向に延在するよう形成され、該リンク長溝７４に、前後方向に延在
するリンク連繋軸７５が挿通される。リンク連繋軸７５の前端部には、リンク長溝７４の
短手方向の開口幅より大径の固定盤６８が固定される。また、リンク連繋軸７５の後端部
は、前記スライダー５３の軸接続孔６６に接続され、第１左リンク部４７は、リンク連繋
軸７５を介して前記スライダー５３に連繋される。そして、スライダー５３が上下方向に
移動することで、リンク連繋軸７５がリンク長溝７４内を相対移動しつつ第１左リンク部
４７に対し上下方向に作用して、該第１左リンク部４７が左主軸部７３を中心として回動
するようになっている。第１左リンク部４７の右端部には、前後方向に開放する第１左連
繋孔７６が形成されており、該第１左連繋孔７６に前記演出部４９を軸支する第１左回動
軸７７(後述)が挿通される。
【００２７】
〔第２左リンク部について〕
　図８に示すように、前記第２左リンク部４８は、左可動体４６が第１位置において、左
右方向に略直線状に延在する線状部７８と、該線状部７８の左端部に接続する円弧状の湾
曲部７９とから構成される。前記湾曲部７９の開放端部には、前後方向に開放する第２揺
動軸孔８０が形成されており、該第２揺動軸孔８０に前後方向に延在する左副軸部８１の
前端部が接続される。そして、前記左副軸部８１の後端部を前記左装置本体４５の左副軸
孔５５に回動自在に挿入することで、第２左リンク部４８が左副軸部８１を中心として回
動するよう左装置本体４５に軸支される。第２左リンク部４８は、前記第１左リンク部４
７の回動に伴い回動するようになっている。前記線状部７８の右端部には、前後方向に開
放する第２左連繋孔８２が形成されており、該第２左連繋孔８２に演出部４９を軸支する
第２左回動軸８３(後述)が挿通される。
【００２８】
〔演出部について〕
　図８に示すように、前記演出部４９は、機前側に臨む意匠面を有する演出ユニットＥ１
と、この演出ユニットＥ１の後側に配設された補助発光ユニットＥ２とから構成される。
【００２９】
〔演出ユニットについて〕
　図１３に示すように、演出ユニットＥ１は、演出ベース体８４と、該演出ベース体８４
を収容保持する演出収容体８６と、演出ベース体８４の前面に配設される可動発光部(第
１発光部)８７と、該可動発光部８７の前側に配設される円形状の左装飾部(装飾部)９０
とを備えている。更に、演出ユニットＥ１は、演出ベース体８４に取り付けられる演出用
モータ８５と、可動発光部８７の前側に配設される第１拡散部８８および第２拡散部８９
とを備える。図２,図４に示すように、前記演出部４９は、左可動体４６の第１位置にお
いて、設置部材１４の上外周壁部３８ａに近接し、前記演出用装飾部２６の窓口２６ａの
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後方に臨むよう構成される。また、演出部４９は、図９に示すように、左可動体４６の第
２位置において、前記図柄表示開口部２５ａの略中央に位置して、前記液晶表示装置１５
の表示部１５ａの前側に臨むようになっている。
【００３０】
　図１３に示すように、前記演出ベース体８４は、前面に前記可動発光部８７が取付けら
れた円弧状の外縁をなす円弧状部９１と、該円弧状部９１の左下縁部から外方へ突出した
膨出部９２とから構成される。前記円弧状部９１の外縁は、中心角が約２４０°の円弧形
状をなしている。また、円弧状部９１の外縁がなす円弧形状の中心位置に、前後方向に開
放する軸挿通孔９３が形成されている。図１３に示すように、前記膨出部９２の前面には
、前記演出用モータ８５が取り付けられ、該膨出部９２に形成した通孔(図示せず)を介し
て演出用モータ８５の駆動軸８５ａ(図１１(ｂ)および図１２(ｂ)参照)が膨出部９２の後
面に突出している。図１１(ｂ)および図１２(ｂ)に示すように、演出用モータ８５の駆動
軸８５ａには、演出駆動ギヤ９４が接続され、該演出駆動ギヤ９４に噛合する演出従動ギ
ヤ９５が演出ベース体８４の後面に回転自在に軸支されている。更に、前記演出ベース体
８４の後面には、前記左装飾部９０に装飾用連結軸９６(後述)を介して接続された装飾用
ギヤ９７が回転自在に配設されている。装飾用ギヤ９７は、演出従動ギヤ９５に噛合して
おり、演出駆動ギヤ９４が回転することで、演出従動ギヤ９５を介して装飾用ギヤ９７が
回転されるようになっている。
【００３１】
　図１３に示すように、前記演出収容体８６は、前記演出ベース体８４の円弧状部９１の
外郭形状より僅かに大きな円弧形状をなす弧状壁部９８と、該弧状壁部９８の下側左部か
ら左方に延出する延出装飾体９９と、弧状壁部９８の左部から左方に突出するよう形成さ
れた連結片１００とを備えている。前記弧状壁部９８は、前後方向および上方に開放して
おり、内部に前記演出ベース体８４を収容する空間が画成されている。図１１(ｂ)および
図１２(ｂ)に示すように、前記弧状壁部９８に演出ベース体８４が収容された状態では、
該弧状壁部９８が演出ベース体８４の円弧状部９１の外縁部に整合するよう構成される。
また、図１３に示すように、弧状壁部９８の内側面には、該弧状壁部９８の前端から僅か
後方位置において内側へ突出する設置リブ１０１が形成されており、該設置リブ１０１の
前側に前記第２拡散部８９が設置されるよう構成される。前記延出装飾体９９は、演出収
容体８６に演出ベース体８４を取り付けた状態で前記演出用モータ８５の前側に位置し、
該演出用モータ８５を前側から覆うようになっている。図１３に示すように、延出装飾体
９９の後面には、後方へ延出するよう膨出部用壁部１０２が形成されており、演出収容体
８６に演出ベース体８４を取り付けた状態で、膨出部用壁部１０２が前記膨出部９２の外
縁部を覆うよう構成される。
【００３２】
　前記連結片１００の後面には、第１連結ボス１０３と、該第１連結ボス１０３の下方に
位置する第２連結ボス(図示せず)とが夫々後方へ突出するよう形成されている。図１１(
ｂ)および図１２(ｂ)に示すように、前記第１連結ボス１０３は、第１左回動軸７７を介
して前記第１左リンク部４７の第１左連繋孔７６に回動自在に連結されると共に、第２連
結ボスは、第２左回動軸８３を介して前記第２左リンク部４８の第２左連繋孔８２に回動
自在に連結される。第１左リンク部４７および第２左リンク部４８は、平行リンク機構を
構成しており、第１,第２左リンク部４７,４８が回動した際に、演出収容体８６(演出部
４９)は、姿勢を変えることなく平行移動するようになっている(図１２(ｂ)参照)。また
、左主軸部７３、左副軸部８１および第１,第２左回動軸７７,８３は、何れも前後方向に
延在していることから、第１,第２左リンク部４７,４８が回動した際に、演出部４９は、
枠状装飾部材２５の図柄表示開口部２５ａに臨んだ状態で前後方向の位置を変えることな
く、設置部材１４の前方開口３９ａに対し平行に移動する。なお、演出収容体８６が第１
,第２左リンク部４７,４８に接続された状態で、前記弧状壁部９８の前端は、前記設置部
材１４の前方開口３９ａより僅かに前方に位置するようになっている。
【００３３】
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　図７に示すように、前記可動発光部８７は、円の上部側を水平に切断した形状をなして
いる。可動発光部８７の外縁は、中心角が約２４０°の円弧形状をなしており、前記演出
ベース体８４の円弧状部９１の外郭形状に略整合する形状をなしている。なお、以下の説
明で、可動発光部８７の円弧状の外縁部を弧状縁部８７ａと、可動発光部８７の水平方向
に延在する上縁部を水平縁部８７ｂと指称する。可動発光部８７は、前記演出ベース体８
４の円弧状部９１の前側にネジ止めされる。図７に示すように、前記可動発光部８７が演
出ベース体８４の円弧状部９１に取り付けられた状態で、前記演出収容体８６の弧状壁部
９８の上部開口に可動発光部８７の水平縁部８７ｂが臨むようになっている。可動発光部
８７の前面には、複数のＬＥＤ８７ｃが略全体に亘って取り付けられており、該ＬＥＤ８
７ｃが発光することで前方に光を照射するようになっている。前記可動発光部８７のＬＥ
Ｄ８７ｃは、統括制御装置により発光制御されるようになっている。前記左可動体４６の
第１位置においては、図６,図７に示すように、可動発光部８７が前記固定発光部４４の
後斜め下方に近接し、可動発光部８７および固定発光部４４により正面視で１つの円をな
すようになっている。可動発光部８７および固定発光部４４が形成する円の半径は、前記
左装飾部９０の半径と略一致しており、可動発光部８７および固定発光部４４がなす円が
左装飾部９０に整合するようになっている。なお、可動発光部８７には、弧状縁部８７ａ
がなす円弧形状の中心位置に、前後方向に開放する発光部通孔８７ｄが形成されている。
【００３４】
　図１３に示すように、前記第１拡散部８８は、前記演出収容体８６の弧状壁部９８の内
部における前記可動発光部８７の前側に配設される。第１拡散部８８は、前記可動発光部
８７と略同一の外郭形状をなしており、光透過性を有する無色透明な樹脂で形成されてい
る。第１拡散部８８の後面には、光拡散処理が施されており、可動発光部８７から照射さ
れた光は、第１拡散部８８で拡散されつつ前方へ透過するようになっている。前記第１拡
散部８８には、前後方向に開放する第１拡散部通孔８８ａが前記可動発光部８７の発光部
通孔８７ｄに対応して形成されている。前記第２拡散部８９は、前記演出収容体８６の設
置リブ１０１の前側に設置された状態で演出収容体８６にネジ止めされる。前記第２拡散
部８９は、前記第１拡散部８８と同様に、前記可動発光部８７と略同一の外郭形状をなし
ている。第２拡散部８９は、演出収容体８６に取り付けた状態で、前記弧状壁部９８の前
端と同一面上に位置し、前記設置部材１４の前方開口３９ａより僅かに前方に位置してい
る。第２拡散部８９は、第１拡散部８８と同様に、光透過性を有する無色透明な樹脂で形
成されている。また、第２拡散部８９の後面には、第１拡散部８８とは異なる態様の光拡
散処理が施されている。そして、第１拡散部８８を透過した光は、第２拡散部８９で更に
拡散されつつ第２拡散部８９を透過するようになっている。なお、前記第２拡散部８９に
は、前記第１拡散部８８の第１拡散部通孔８８ａと対応して、前後方向に開放する第２拡
散部通孔８９ａが形成されている。
【００３５】
　前記左装飾部９０は、略全体が光透過性を有する合成樹脂で形成されており、前記可動
発光部８７の弧状縁部８７ａがなす円弧と略同径の円形状をなしている。前記左装飾部９
０の後面における中心部には、前後方向に延在する装飾用連結軸９６の前端部が接続され
ている。装飾用連結軸９６の後端部は、前記第２拡散部８９の第２拡散部通孔８９ａ、第
１拡散部８８の第１拡散部通孔８８ａ、可動発光部８７の発光部通孔８７ｄおよび演出ベ
ース体８４の軸挿通孔９３を挿通された状態で、前記装飾用ギヤ９７に接続されている。
すなわち、前記左装飾部９０は、前記装飾用連結軸９６を介して前記演出収容体８６(第
２拡散部８９)の前側に回転自在に配設される。左装飾部９０が演出収容体８６に配設さ
れた状態では、左装飾部９０の中心が前記可動発光部８７の弧状縁部８７ａの中心(前記
発光部通孔８７ｄ)に対し前方に整列するよう構成される。また、図６に示すように、左
装飾部９０が演出収容体８６に配設された状態で、該左装飾部９０は、前記設置部材１４
の設置装飾板４３(設置部材１４の前方開口３９ａ)より僅かに前方に位置している。そし
て、左可動体４６の移動時に、左装飾部９０は枠状装飾部材２５の図柄表示開口部２５ａ
に臨んだ状態で設置部材１４の前方開口３９ａの前側を移動するようになっている。
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【００３６】
　ここで、図６に示すように、左装飾部９０の上部側は、前記可動発光部８７の水平縁部
８７ｂよりも上方に突出している。従って、可動発光部８７から照射された光は、主とし
て左装飾部９０における可動発光部８７の前側に臨む領域に到達し、当該領域を明輝させ
る。すなわち、左装飾部９０における可動発光部８７の前側に臨む領域は、可動発光部８
７によって積極的に明輝される第１領域１０５を構成している。一方、左装飾部９０にお
ける前記可動発光部８７の水平縁部８７ｂより上方に突出した領域(左装飾部９０におい
て第１領域１０５を除いた領域)は、可動発光部８７からの光によって明輝され難い第２
領域１０６を構成している。この第２領域１０６は、図１１(ｂ)に示すように、前記固定
発光部４４と略一致する形状をなしている。実施例の左装飾部９０は、機前側に臨む意匠
面の下側の略２／３が、可動発光部８７からの光の照射方向前側に位置して第１領域１０
５となり、該意匠面の上側の略１／３が、可動発光部８７からの光の照射方向前側から外
れた位置にあって第２領域１０６となる。また、図６に示すように、左可動体４６の第１
位置においては、前記左装飾部９０の第２領域１０６が設置部材１４の上外周壁部３８ａ
より上方(設置空間３９の外側)に突出するようになっている。この状態では、第２領域１
０６が固定発光部４４の前側に位置し、固定発光部４４から照射された光により第２領域
１０６が明輝されるようになっている。すなわち、図７に示すように、左可動体４６の第
１位置では、可動発光部８７および固定発光部４４がなす円に対し、左装飾部９０が前方
に同心的に整列し、該可動発光部８７および固定発光部４４からの光により左装飾部９０
の略全体が明輝される。一方、左可動体４６の第２位置においては、第２領域１０６は、
補助発光ユニットＥ２の後述する補助発光部１４２が収納状態にある場合に、前記液晶表
示装置１５の表示部１５ａの前側に臨み、液晶表示装置１５の表示部１５ａに表示された
演出画像の光により第２領域１０６が照らされる。なお、実施例では、第１領域１０５お
よび第２領域１０６の境界線を可動発光部８７の水平縁部８７ｂを基準に規定したが、可
動発光部８７の光の照射範囲や拡散方向等によって、第１領域１０５および第２領域１０
６の境界線は変動し得るものである。また、第１領域１０５および第２領域１０６の境界
付近では、可動発光部８７および延出状態とした補助発光部１４２(第１位置での固定発
光部４４)からの光が重なり合って到達し、双方の光によって明輝される。
【００３７】
〔補助発光ユニットについて〕
　図１４～図１６に示すように、補助発光ユニットＥ２は、構成部材が設置される補助ベ
ース体１４０と、該補助ベース体１４０の前側を覆うように配設された補助カバー体１４
１とからなるケースを備え、補助カバー体１４１を演出ユニットＥ１の演出ベース体８４
の後側に取り付けることで、演出ユニットＥ１と一体化される。補助発光ユニットＥ２は
、演出ユニットＥ１を介して左リンク部４７,４８に支持される。なお、ケース１４０,１
４１は、左装飾部９０および延出装飾体９９の後側に隠れる大きさで形成される(図１５
参照)。また、補助発光ユニットＥ２は、ケース１４０,１４１に対して動作可能に配設さ
れて、左装飾部９０の第２領域１０６を照明し得る補助発光部１４２と、この補助発光部
１４２を動作する駆動手段としての補助用モータ１４３とを備えている。
【００３８】
　図１４に示すように、前記補助ベース体１４０は、その外郭形状が前記演出ベース体８
４の外郭形状と略同一形状で形成される。補助ベース体１４０は、円弧状の外縁をなす補
助円弧状部１４４と、該補助円弧状部１４４の左下縁部から外方へ突出した補助膨出部１
４５とから構成される。前記補助円弧状部１４４の外縁は、中心角が約２４０°の円弧形
状をなしている。また、補助円弧状部１４４の外縁がなす円弧形状の中心位置に、前後方
向に開放する補助軸挿通孔１４６が形成されている。図１４に示すように、前記補助膨出
部１４５の前面には、前記補助用モータ１４３が取り付けられ、該補助膨出部１４５に形
成した通孔１４５ａを介して補助用モータ１４３の駆動軸１４３ａが補助膨出部１４５の
後面に突出している。図１９に示すように、補助用モータ１４３の駆動軸１４３ａには、
補助駆動ギヤ１４７が接続され、該補助駆動ギヤ１４７に噛合する補助従動ギヤ１４８が
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補助ベース体１４０の後面に回転自在に軸支されている。更に、前記補助ベース体１４０
の後面には、前記補助発光部１４２に補助用連結軸１４９を介して接続された補助用ギヤ
１５０が回転自在に配設されている。補助用ギヤ１５０は、前記補助従動ギヤ１４８に噛
合しており、補助駆動ギヤ１４７が回転することで、補助従動ギヤ１４８を介して補助用
ギヤ１５０が回転されるようになっている。
【００３９】
　図１４に示すように、前記補助カバー体１４１は、前記補助ベース体１４０(演出ベー
ス体８４)の外郭形状に合わせて形成された補助板部１５１と、該補助板部１５１の左部
下側から後方に延出する補助延出部１５２とを備えている。補助カバー体１４１は、補助
延出部１５２の後端を補助ベース体１４０の補助膨出部１４５の縁部に突き合わせて該補
助膨出部１４５に取り付けられる。補助ベース体１４０の補助膨出部１４５と補助板部１
５１との間に、補助用モータ１４３を収容する空間が画成されると共に、補助円弧状部１
４４と補助板部１５１の間に、上下および左右に開放して補助発光部１４２を収容する空
間が画成される。図１６に示すように、前記補助カバー体１４１の補助板部１５１は、可
動発光部８７の後側に配置される部分(区別するときは発光部カバー部分という)１５３が
、円の上部側を水平に切断した外郭形状で形成され、可動発光部８７の外郭形状に対応し
ている。発光部カバー部分１５３は、水平方向に延在する上縁部１５３ａが、前記可動発
光部８７の水平縁部８７ｂと同じか、あるいは該水平縁部８７ｂよりも低くなるように設
けられる。すなわち、補助カバー体１４１は、可動発光部８７の水平縁部８７ｂ(外縁)よ
り上方(可動発光部８７の光照射方向と交差する方向)へ延出した前記左装飾部９０の第２
領域１０６に、前後(補助発光部１４２からの光照射方向)の関係で重ならず、左装飾部９
０の第１領域１０５の後側に重なっている。なお、発光部カバー部分１５３には、前記補
助用連結軸１４９を中心とした円弧状に延在する補助開口１５３ｂが形成される。
【００４０】
　図１４に示すように、前記補助発光部１４２は、円の上部側を水平に切断した形状をな
している。補助発光部１４２の湾曲した外縁は、中心角が約２４０°の円弧形状をなして
おり、前記補助ベース体１４０の補助円弧状部１４４の外郭形状に略整合する形状をなし
ている。補助発光部１４２は、該補助発光部１４２と同じ外郭形状で形成された発光支持
板体１５４の前側に取り付けられ、該発光支持板体１５４の後側に取り付けられた接続片
１５５を介して補助用連結軸１４９の前端部に連結されている。なお、補助発光部１４２
は、円弧状縁部１４２ａの中心が補助用連結軸１４９で支持される。補助用連結軸１４９
の後端部は、前記補助ベース体１４０の補助軸挿通孔１４６に回転可能に嵌合した保持具
１５８の通孔を挿通して、補助ベース体１４０の後側において前記補助用ギヤ１５０に接
続されている。すなわち、補助発光部１４２は、前記補助用連結軸１４９を介して補助ベ
ース体１４０の補助円弧状部１４４および補助カバー体１４１の補助板部１５１の間に回
転自在に配設される。ここで、補助発光部１４２の円弧状縁部１４２ａの中心は、左装飾
部９０および可動発光部８７の弧状縁部８７ａの中心と前後方向に揃うようになっている
。補助発光部１４２は、左側上部に前方へ突設された案内ピン１４２ｄを有し、この案内
ピン１４２ｄが前記補助カバー体１４１の補助開口１５３ｂに挿入される。補助発光部１
４２が収納状態と延出状態との間で動作する際に、案内ピン１４２ｄが補助開口１５３ｂ
に案内されて、補助発光部１４２がガタツキなく動作すると共に、案内ピン１４２ｄが補
助開口１５３ｂの端部に移動規制されることで、収納状態または延出状態を越えて補助発
光部１４２が回転しないようになっている。
【００４１】
　前記補助発光部１４２は、ケース１４１,１４２に収納されて可動発光部８７の後側に
収まるように重なる収納状態(図１６(ａ)および図１９(ａ)参照)と、可動発光部８７より
上方(外方)へ延出する延出状態(図１６(ｂ)および図１９(ｂ))との間で、補助用モータ１
４３の駆動によって回転動作するよう構成される。実施例の補助発光部１４２は、前記収
納状態において、水平に延在する直線状縁部１４２ｂが可動発光部８７の水平縁部８７ｂ
に揃うようになっている。また、補助発光部１４２は、前記延出状態において、円弧状縁
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部１４２ｂ側が可動発光部８７の水平縁部８７ｂより上方に延出して、左装飾部９０の第
２領域１０６の後側に臨むようになっている。これにより、演出部４９では、可動発光部
８７と該可動発光部８７より延出した補助発光部１４２とが合わさって前面視において略
円形になり、左装飾部９０の全領域１０５,１０６に対応した発光手段が構成される。延
出状態にある補助発光部１４２および可動発光部８７が形成する円の半径は、前記左装飾
部９０の半径と略一致しており、可動発光部８７および補助発光部１４２がなす円が左装
飾部９０に整合するようになっている。
【００４２】
　前記補助発光部１４２の前面には、複数のＬＥＤ１４２ｃが略全体に亘って取り付けら
れており、該ＬＥＤ１４２ｃが発光することで前方に光を照射するようになっている。な
お、補助発光部１４２のＬＥＤ１４２ｃは、統括制御装置により発光制御されるようにな
っている。左装飾部９０の上部側は、前記可動発光部８７の水平縁部８７ｂよりも上方に
突出して、可動発光部８７によって発光されにくい第２領域１０６になっている。この第
２領域１０６は、延出状態において可動発光部８７の水平縁部８７ｂより延出した補助発
光部１４２の部分と略一致する形状をなしている。左可動体４６の第１位置においては、
補助発光部１４２が収納状態にあると共に設置部材１４の上外周壁部３８ａより下方に退
避しており、第２領域１０６が固定発光部４４の前側に位置し、固定発光部４４から照射
された光により第２領域１０６が明輝されるようになっている。一方、左可動体４６が第
１位置から外れた位置においては、補助発光部１４２を延出状態とすることで、この補助
発光部１４２から照射した光によって前記第２領域１０６が積極的に発光するよう照らさ
れる。また、第１領域１０５および第２領域１０６の境界付近では、可動発光部８７およ
び延出状態とした補助発光部１４２からの光が重なり合って到達し、双方の光によって明
輝される。
【００４３】
　前記補助発光ユニットＥ２は、補助用ギヤ１５０の半径方向外側に延出するように設け
られた検知片１５６と、補助ベース体１４０の後面に配設され、検知片１５６を検知する
センサ１５７とからなる原位置検知手段を備えている(図１９参照)。原位置検知手段は、
センサ１５７としてフォトセンサが用いられ、補助発光部１４２の収納状態で検知片１５
６の切欠１５６ａがセンサ１５７における発光部と受光部との間に位置して該センサ１５
７が非検知となり、補助発光部１４２が収納状態から外れると、検知片１５６がセンサ１
５７で検知される。補助発光ユニットＥ２は、原位置検知手段の検知状態を基準として補
助用モータ１４３が停止等の駆動制御される。
【００４４】
〔右部演出装置について〕
　図１７に示すように、右部演出装置４２は、前記設置部材１４の右対向面部３７ｄに設
置されると共に右駆動モータ１０７が取り付けられる右装置本体１０８と、該右装置本体
１０８に揺動自在に軸支される右可動体１０９とから基本的に構成される。前記右可動体
１０９は、第１右リンク部１１０および第２右リンク部１１１と、該第１,第２右リンク
部１１０,１１１に回動自在に接続された右装飾部１１２とを備えている。右部演出装置
４２の非演出時には、図２,図４に示すように、前記右可動体１０９は、前記設置部材１
４の上外周壁部３８ａに近接した第３位置に位置するようになっている。右部演出装置４
２の演出時には、前記右装飾部１１２が下降して、図９に示すように、前記液晶表示装置
１５の表示部１５ａの前側に右装飾部１１２が臨んだ第４位置まで右可動体１０９が移動
するよう構成される。
【００４５】
〔右装置本体について〕
　図１７に示すように、右装置本体１０８の前面下部には、前後方向に開放する右主軸孔
１１３が形成されると共に、該右主軸孔１１３の下方に前後方向に開放する右副軸孔１１
４が形成される。また、右装置本体１０８の前面における右主軸孔１１３の上方には、前
記右駆動モータ１０７が取り付けられるモータ取付面１１５が形成されている。モータ取
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付面１１５の下部側には、円弧状のギヤ用凹部１１６が凹設されており、右駆動モータ１
０７をモータ取付面１１５に取り付けた状態で、右駆動モータ１０７から後方に突出する
駆動軸１０７ａの後端に接続した右駆動ギヤ１１７(図１８(ａ)参照)がギヤ用凹部１１６
に臨むようになっている。前記右駆動モータ１０７は、前記統括制御装置により駆動制御
され、右駆動ギヤ１１７を正逆回転させるよう構成される。
【００４６】
〔第１右リンク部について〕
　図１７に示すように、前記第１右リンク部１１０は、後リンク半体１１８と、該後リン
ク半体１１８の前側に配設される前リンク半体１１９とから構成されている。後リンク半
体１１８には、右側下部に筒状の筒状接続部１２０が形成されており、該筒状接続部１２
０に前後方向に開放する第１右揺動軸孔１２１が形成されている。そして、第１右揺動軸
孔１２１に前後方向に延在する右主軸部１２２の前端部を接続すると共に、該右主軸部１
２２の後端部を前記右装置本体１０８の右主軸孔１１３に回動自在に挿入することで、後
リンク半体１１８(第１右リンク部１１０)が右主軸部１２２を介して右装置本体１０８に
軸支される。前記筒状接続部１２０の後端部における外周面には、弧状ギヤ１２３が外方
に突出するよう形成されている。この弧状ギヤ１２３は、後リンク半体１１８を右装置本
体１０８に配設した状態で、前記ギヤ用凹部１１６に臨んだ右駆動ギヤ１１７に噛合する
ようになっている。そして、図１８(ａ),(ｂ)に示すように、前記右駆動ギヤ１１７が回
転することで、前記弧状ギヤ１２３が回転されて、後リンク半体１１８(第１右リンク部
１１０)が回動するよう構成される。なお、弧状ギヤ１２３が約４５°回転すると、右駆
動モータ１０７の駆動が停止されて、右可動体１０９が第４位置に位置するようになって
いる。前記前リンク半体１１９は、リンク装飾カバー１２４が前側に配設された前リンク
本体１２５と、該前リンク本体１２５の左端部から前方に延出する連結壁部１２６と、該
連結壁部１２６の前端部から右可動体１０９が第３位置において左側上方(図１８(ａ)で
は右側上方)に延出する前リンク突片１２７とから構成される。前リンク突片１２７の左
端部には、前後方向に開放する第１右連繋孔１２８が形成されている。また、図１８(ａ)
,(ｂ)に示すように、前リンク突片１２７の後面における第１右連繋孔１２８に対応する
箇所に、円形状の第１接続凹部１３６が凹設され、該第１接続凹部１３６に、第１回動盤
１３６ａが回動自在に配設されるようになっている。
【００４７】
〔第２右リンク部について〕
　図１７に示すように、前記第２右リンク部１１１は、右可動体１０９が第３位置に位置
した状態において、左右斜め方向に延在する細長の合成樹脂を折曲成形して構成される。
第２右リンク部１１１の右端部には、前後方向に開放する第２右揺動軸孔１２９が形成さ
れている。そして、第２右揺動軸孔１２９に前後方向に延在する右副軸部１３０の前端部
を接続すると共に、該右副軸部１３０の後端部を前記右装置本体１０８の右副軸孔１１４
に回動自在に挿入することで、第２右リンク部１１１が右副軸部１３０を介して右装置本
体１０８に軸支される。第２右リンク部１１１の左端部には、前後方向に開放する第２右
連繋孔１３１が形成されている。また、図１８(ａ),(ｂ)に示すように、第２右リンク部
１１１の後面における第２右連繋孔１３１に対応する箇所に、円形状の第２接続凹部１３
７が凹設され、該第２接続凹部１３７に、第２回動盤１３７ａが回動自在に配設される。
【００４８】
〔右装飾部について〕
　右装飾部１１２は、ハート型の外郭形状をなしており、同じくハート型で前後方向に開
放する可動窓口１３２が右装飾部１１２に形成されている。右装飾部１１２の右側部には
、外方へ突出する右連結片１３３が形成されており、該右連結片１３３の後面に後方に開
放する軸孔(図示せず)が上下に並んで２つ形成されている。そして、前後方向に延在する
第１右回動軸１３４の前端部を右連結片１３３の上側の軸孔に接続すると共に、第１右回
動軸１３４の後端部を前記第１右連繋孔１２８を介して第１接続凹部１３６に配設した第
１回動盤１３６ａに接続することで、右装飾部１１２が前リンク半体１１９(第１右リン
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ク部１１０)に回動自在に連繋される。また、前後方向に延在する第２右回動軸１３５の
前端部を右連結片１３３の下側の軸孔に接続すると共に、第２右回動軸１３５の後端部を
前記第２右連繋孔１３１を介して第２接続凹部１３７に配設した第２回動盤１３７ａに接
続することで、右装飾部１１２が第２右リンク部１１１に回動自在に連繋される。
【００４９】
　ここで、前記第１右リンク部１１０および第２右リンク部１１１は、平行リンク機構を
構成しており、第１,第２右リンク部１１０,１１１が回動した際に、右装飾部１１２は、
姿勢を変えることなく平行移動するようになっている。また、右主軸部１２２、右副軸部
１３０および第１,第２右回動軸１３４,１３５は、何れも前後方向に延在しており、右可
動体１０９が揺動する際、右装飾部１１２は、設置部材１４の前方開口３９ａと平行に移
動する。更に、右装飾部１１２は、前記第１,第２右リンク部１１０,１１１に配設された
状態で、前記左装飾部９０より僅かに前方に位置すると共に前記演出用装飾部２６より僅
かに後方に位置している。従って、図６に示すように、左可動体４６が第１位置に位置す
ると共に右可動体１０９が第３位置に位置した場合では、右装飾部１１２は、左装飾部９
０および演出用装飾部２６の間に臨むようになっている。この状態では、図２に示すよう
に、左装飾部９０は、右装飾部１１２の可動窓口１３２および演出用装飾部２６の窓口２
６ａを介して前側から視認可能とされる。また、左可動体４６が第２位置に位置すると共
に右可動体１０９が第４位置に位置した場合では、右装飾部１１２は、左装飾部９０の前
側に臨むようになっている。そして、この状態では、図９に示すように、右装飾部１１２
の可動窓口１３２を介して左装飾部９０が前側から視認可能とされる。
【００５０】
〔実施例の作用〕
　次に、前述した実施例に係るパチンコ機１０の作用について、以下説明する。
【００５１】
　左部演出装置４１の非演出時には、前記左可動体４６は第１位置に位置して、設置部材
１４の上外周壁部３８ａに近接している(図４参照)。このとき、図７に示すように、可動
発光部８７が固定発光部４４の下方に位置して、可動発光部８７および固定発光部４４に
より正面視で円が形成される。また、図６に示すように、前記左装飾部９０の第２領域１
０６が設置部材１４の上外周壁部３８ａより上方に突出し、図柄表示開口部２５ａの上部
に臨むと共に前記演出用装飾部２６の窓口２６ａの後方に位置する。右部演出装置４２の
非演出時では、前記右可動体１０９は第３位置に位置して、設置部材１４の上外周壁部３
８ａに隣接している。右可動体１０９の第３位置では、図６に示すように、右装飾部１１
２が演出用装飾部２６および左装飾部９０の間に位置する。この状態では、左装飾部９０
は、演出用装飾部２６の窓口２６ａおよび右装飾部１１２の可動窓口１３２を介して前側
から視認可能とされる(図２参照)。
【００５２】
　前記左部演出装置４１の発光演出を行う場合には、前記統括制御装置が前記固定発光部
４４および可動発光部８７を発光させる。図６に示すように、固定発光部４４のＬＥＤ４
４ａから前方に照射された光は、前記設置装飾板４３で拡散されながら該設置装飾板４３
を透過して左装飾部９０の第２領域１０６に到達し、該第２領域１０６を明輝させる。一
方、可動発光部８７のＬＥＤ８７ｃから照射された光は、前記第１拡散部８８および第２
拡散部８９で拡散されつつ該第１,第２拡散部８８,８９を透過して、前記左装飾部９０の
第１領域１０５を明輝させる。すなわち、左可動体４６の第１位置においては、固定発光
部４４および可動発光部８７からの光により左装飾部９０の略全体が明輝されるから、左
装飾部９０の一部が明輝されずに左可動体４６の美観が低下するのを回避することができ
る。ここで、固定発光部４４および可動発光部８７のなす円形状が、左装飾部９０に較べ
て十分小さい場合には、左装飾部９０の外縁側が明輝されなくなり、左装飾部９０の美観
が低下してしまう。反対に、固定発光部４４および可動発光部８７のなす円形状が左装飾
部９０に較べて十分大きい場合には、固定発光部４４および可動発光部８７から照射され
た光の一部が左装飾部９０に到達せずに前方へ漏れてしまい、遊技者が眩しく感じてしま
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う虞がある。しかるに、実施例の固定発光部４４および可動発光部８７がなす円は、図７
に示すように、左装飾部９０に略一致するから、左装飾部９０を全体的に明輝させること
ができ、左装飾部９０の美観が低下したり、遊技者が眩しく感じ不都合が生じることはな
い。
【００５３】
　また実施例では、左可動体４６の第１位置において、左装飾部９０が設置部材１４の上
外周壁部３８ａから上方に突出し、該設置部材１４に干渉しない構成とされている。すな
わち、左可動体４６が第１位置に位置した際に、左装飾部９０が設置空間３９内に位置す
るようにすると、上外周壁部３８ａに干渉するのを回避するため左装飾部９０の面積を小
さくする必要が生じる。しかるに、実施例の左装飾部９０は、上外周壁部３８ａとの干渉
を考慮する必要がないから、大きなサイズの左装飾部９０を採用することができ、遊技者
にインパクトのある演出を提供することができる。
【００５４】
　左部演出装置４１が可動演出する際には、前記統括制御装置の制御により左駆動モータ
５１が駆動される。これにより、左駆動ギヤ６１が回転されて、大径ギヤ５２が図１１(
ａ)の時計回り方向に回転される。大径ギヤ５２が回転すると、スライダー５３の横溝部
６９の左右中央部(大径ギヤ５２の回転軸５２ａの下方)に位置する連結棒７０が左上方へ
移動して、該連結棒７０が横溝部６９を左方へ移動しつつ横溝部６９の内側面を押し上げ
る。これにより、スライダー５３が上方へ押し上げられて、該スライダー５３のガイド部
６３がスライドレール部５６を上方に移動する。このとき、スライドレール部５６の案内
突部５８(図１０参照)が縦溝部６７を相対移動すると共に、前記摺動ボス部６５(図１１(
ｂ)参照)が摺動溝５７を移動することで、スライダー５３が案内される。スライダー５３
が上方に移動することで、第１左リンク部４７が前記左主軸部７３を中心に回動すると共
に第２左リンク部４８が前記左副軸部８１を中心に回動し、演出部４９が下降を開始させ
る。このとき、第１左リンク部４７および第２左リンク部４８は、平行リンク機構を構成
しているから、演出部４９は、姿勢を変えることなく下降する。
【００５５】
　ここで、前記作動部６４は、左側に偏倚した箇所でガイド部６３と連結されており、左
可動体４６の移動時の負荷は、ガイド部６３を介して作動部６４の左側に付与される。そ
こで、実施例では、左可動体４６の移動時(大径ギヤ５２が回転する間)に、前記連結棒７
０が常に横溝部６９の左右中央から左端部の間に位置するようにしたので、作動部６４の
左側にかかる負荷を連結棒７０で確実に支持することができる。しかも、作動部６４にお
けるガイド部６３に近接する側を連結棒７０が支持する構成とすることで、連結棒７０が
ガイド部６３から離間する作動部６４の右側を支持する構成とした場合に較べ、スライダ
ー５３の姿勢が傾き難くなるから、スライダー５３をスムーズに移動させることができる
。
【００５６】
　図１２(ａ)に示すように、大径ギヤ５２が前記第１位置に対応した状態から約１８０°
回転すると、左駆動モータ５１の駆動が停止されて、左可動体４６が第２位置に位置する
。また、左可動体４６が第１位置から第２位置に向かう途中または第２位置において、補
助用モータ１４３が駆動されて、補助用ギヤ１５０が前記収納状態に対応した状態から約
１８０°回転すると、補助発光部１４２が可動発光部８７の水平縁部８７ｂから上方に延
出した延出状態になり、補助発光部１４２が左装飾部９０の第２領域１０６の後側に位置
する。この状態で可動発光部８７および補助発光部１４２から光を照射すると、可動発光
部８７の光により左装飾部９０の第１領域１０５が明輝されると共に、補助発光部１４２
の光により左装飾部９０の第２領域１０６が明輝される。すなわち、左可動体４６が第２
位置に位置した場合においても、可動発光部８７および補助発光部１４２からの光により
左装飾部９０の略全体が明輝されるので、左可動体４６の発光演出時における美観が低下
するのは防止し得る。また、補助発光部１４２は、ＬＥＤ１４２ｃから第２領域１０６に
向けて直接光を照射して積極的に発光させることができ、液晶表示装置１５の演出画像の
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光と較べて第２領域１０６をより明輝させることができる。更に、補助発光部１４２を延
出状態で停止して発光させることだけでなく、補助発光部１４２を収納状態と延出状態と
の途中で停止して光を照射することで、第２領域１０６における補助発光部１４２に重な
る部分を明るくする一方で他の部分を暗くしたり、補助発光部１４２を動作しつつ光を照
射することで、第２領域１０６における発光部分が移り変わっていく等、種々の組み合わ
せの発光演出を行うことができる。
【００５７】
　前記左可動体４６が第２位置から第１位置に向かう途中または第２位置において、補助
用モータ１４３が駆動されて、補助用ギヤ１５０が前記延出状態に対応した状態から約１
８０°回転すると、補助発光部１４２が可動発光部８７の後側に収納された収納状態にな
り、左可動体４６の左装飾部９０から後側の部分がコンパクトになる。この状態で、左可
動体４６は、設置部材１４の上外周壁部３８ａに近接する第１位置になるので、上外周壁
部３８ａなどの周辺に配置された部材との干渉を避けることができ、限られたスペースを
利用してより大きな左可動体４６を配設することができる。
【００５８】
　このように、実施例に係るパチンコ機１０では、左可動体４６の第１位置においては、
固定発光部４４および可動発光部８７からの光で左装飾部９０を明輝させると共に、左可
動体４６の第２位置においては、可動発光部８７および補助発光部１４２の光で左装飾部
９０を明輝させる構成とした。すなわち、可動発光部８７で左装飾部９０の略全体を明輝
させる必要がないから、左装飾部９０より小さなサイズの可動発光部８７を採用すること
ができる。また、左装飾部９０は大きなサイズを維持し得るから、大型の左装飾部９０に
よる迫力ある可動演出を行うことができ、遊技の興趣を高めることができる。
【００５９】
　左可動体４６が第２位置から第１位置に復帰する際には、左駆動モータ５１が駆動され
て、前記大径ギヤ５２が図１２(ａ)の反時計回り方向に回転される。これにより、前記連
結棒７０が下降して、スライダー５３を押し下げる。スライダー５３が下方へ移動するこ
とで、第１左リンク部４７および第２左リンク部４８が図１２(ａ)の時計回り方向に回動
して、前記演出部４９が上昇する。この場合も、前記連結棒７０は、常に横溝部６９の左
側に位置するので、作動部６４の左側に加わる負荷を連結棒７０で確実に支持して、スラ
イダー５３を安定的に移動させることができる。そして、図１１(ａ)に示すように、大径
ギヤ５２が約半回転して、連結棒７０が横溝部６９の左右中央部に位置すると、左駆動モ
ータ５１の駆動が停止されて左可動体４６が第１位置に復帰する。
【００６０】
　なお、左部演出装置４１は、左可動体４６が第１位置または第２位置に位置する場合、
もしくは左可動体４６が第１位置と第２位置とを移動する間に、前記左装飾部９０を回転
させる演出を行い得るようになっている。すなわち、演出用モータ８５が駆動されて演出
駆動ギヤ９４が回転すると、前記装飾用ギヤ９７が演出従動ギヤ９５を介して回転される
。これにより、左装飾部９０が回転して、左可動体４６の演出効果が更に高められる。
【００６１】
　次に、右部演出装置４２が可動演出する際には、前記右駆動モータ１０７が駆動されて
、右駆動ギヤ１１７が回転し、弧状ギヤ１２３が図１８(ａ)の時計回り方向に回転される
。これにより、第１右リンク部１１０および第２右リンク部１１１が回動して、右装飾部
１１２は、姿勢を変えることなく下降する。そして、図１８(ｂ)に示すように、弧状ギヤ
１２３が約４５°回転すると、右駆動モータ１０７の駆動が停止されて、右可動体１０９
が第４位置に位置する。右可動体１０９が第４位置に位置すると、図９に示すように、右
装飾部１１２が液晶表示装置１５の表示部１５ａの前側に臨む。ここで、左可動体４６が
第２位置に位置する場合には、右装飾部１１２は、左装飾部９０の前側に位置する。すな
わち、図９に示すように、前記左装飾部９０は、右装飾部１１２の可動窓口１３２を介し
て前側から視認可能となり、左装飾部９０の演出を遊技者が楽しむことができる。
【００６２】
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　なお、右可動体１０９が第４位置から第３位置に復帰する際には、右駆動モータ１０７
が駆動されて、前記右駆動ギヤ１１７が図１８(ｂ)の時計回り方向に回転し、弧状ギヤ１
２３が回転される。これにより、第１右リンク部１１０および第２右リンク部１１１が回
動して、右装飾部１１２は姿勢を変えることなく上昇する。そして、図１８(ａ)に示すよ
うに、弧状ギヤ１２３が約４５°回転すると、右駆動モータ１０７の駆動が停止されて、
右可動体１０９が第３位置に復帰する。右可動体１０９が第３位置に位置すると、右装飾
部１１２が演出用装飾部２６の後方に臨む。また、左可動体４６が第１位置に位置する場
合では、右装飾部１１２が左可動体４６の前側に位置して、左装飾部９０が該右装飾部１
１２の可動窓口１３２に臨む(図２参照)。
【００６３】
〔変更例〕
　なお、前述した実施例は、例えば以下に示すような種々の変更が可能である。
（１）実施例では、固定発光部を上外周壁部から上方に突出するよう設け、第１位置の左
可動体が上外周壁部に隣接して、第２領域が固定発光部の前側に臨む構成とした。しかし
ながら、固定発光部の設置位置や可動体の第１位置は、実施例に限定されずに適宜変更可
能である。例えば、固定発光部を左側の外周壁部に設けると共に、第１位置において、可
動体が左側の外周壁部に近接して、第２領域が固定発光部の前側に臨む構成であってもよ
い。すなわち、可動体が第１位置において、第２領域が固定発光部の前側に臨む構成であ
れば、第１発光部の設置位置や第１位置を何れの箇所に設定してもよい。なお、固定発光
部を省略してもよい。
（２）実施例では、左可動体および固定発光部を設置部材に配設した場合を示したが、可
動体および固定発光部を遊技盤に設置してもよい。
（３）実施例では、遊技盤をベニア等の不透明部材で構成し、第１位置および第２位置に
おける左装飾部は、枠状装飾部材の図柄表示開口部(演出用装飾部の窓口)を介して前側か
ら視認可能としたが、遊技盤を透明な樹脂等から構成しても、該遊技盤を介して装飾部を
前側から視認し得るようにしてもよい。
（４）実施例では、左装飾部を円形としたが、装飾部としては、多角形等、円形以外の形
状としてもよい。
（５）実施例では、左可動体は、左主軸部および左副軸部を軸として回動することで、第
１位置から第２位置に往復移動する構成としたが、例えば、可動体が第１位置から第２位
置に直線的に往復移動したり、変則的に往復移動するようにしてもよい。
（６）実施例では、上下左右の枠部材を組み付けて中枠を構成したが、中枠を一体物で構
成してもよい。
（７）実施例では、図柄表示手段として液晶表示装置を採用したが、ドラム式やデジタル
式等、公知の図柄表示手段を採用することができる。
【００６４】
（８）実施例では、補助発光部を収納状態と延出状態との間で回転させる構成を挙げたが
、補助発光部をスライドさせたり、傾動させるなど、その他の態様で動作させてもよい。
（９）補助発光部を動作させる駆動手段としては、モータに限定されず、ソレノイドやそ
の他の構成を採用できる。
（１０）補助発光部を動作させる駆動手段を可動体に設けず、可動体を第１位置と第２位
置との間で動かす駆動手段の駆動を連繋手段を介して受けて補助発光部を動作させたり、
演出部を支持するリンク部の姿勢変位に伴って連繋手段を介して補助発光部を動作させる
構成なども採用し得る。
【符号の説明】
【００６５】
　４４　固定発光部(第３発光部)
　４６　左可動体(可動体)
　８７　可動発光部(第１発光部)
　９０　左装飾部(装飾部)
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　１０５　第１領域
　１０６　第２領域
　１４２　補助発光部(第２発光部)
　１４３　補助モータ(駆動手段)

【図１】 【図２】
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